
 

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議 

 

 令和4年2月24日に始まったロシア軍によるウクライナ侵攻は、ウクライナの主権及び領

土の一体性を侵害し、明らかに国連憲章に違反する行為であり、国際社会の平和と安全を

著しく損なう、断じて容認することができない暴挙である。 

また、プーチン大統領が今回の軍事侵攻に際して核兵器の使用を示唆していることは、

核兵器の廃絶と世界の恒久平和を切に願う、唯一の被爆国日本のその「思い」を踏みにじ

るものである。 

愛媛県市長会は、ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に対して、厳重に抗議す

るとともに、人々の尊い命と平和を理不尽に奪う侵略行為を直ちに中止し、完全かつ無条

件での撤退を強く求めるものである。 

国においては、在留邦人の安全確保や国民生活への影響対策について万全を尽くし、国

際社会との緊密な連携のもと、厳格かつ適切な対応を講じ、一日も早い平和的解決に全力

をつくすことを強く要請する。 

以上、決議する。 
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